
 

  

 

 

 ８月２９日に国（内閣府）から南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域・被害想定が公表されました。 

下田市においては「最大震度６強、最大津波高３３ｍ（狼煙崎付近）、最大浸水域４．９ｋ㎡」という大変厳し

い数値が示されました。今回は「南海トラフの巨大地震」について下田市の詳細な情報をお知らせします。 

 

南海トラフの巨大地震について 

 

◎南海トラフとは？ 

 四国の土佐湾から駿河湾までの海底にある水深 4,000ｍ級の深い溝（トラフ）のことです。 

 非常に活発で大規模な活断層であり、南海トラフの各所では、東海地震、東南海地震、南海地震などのマ

グニチュード８クラスの巨大地震が約１００年から１５０年ごとに発生しています。 

 

◎最大クラスの地震・津波をどのように受け止めるべきか 

今回の推計は、現時点での最新の科学的知見に基づき、最大クラスの地震・津波を想定したものです。 

東日本大震災の教訓から、命を守ることを最優先として、この最大クラスの地震・津波への対応を目指す必

要があります。 

しかしながら、この地震・津波の発生頻度は極めて低いものであり、過度に心配することも問題です。実際

に避難するのに当たって厳しいものであるからといって、避難をあきらめることは、最も避けなければいけませ

ん。なぜなら規模が小さい津波が発生する可能性が高いにもかかわらず、避難をあきらめることで助かる命を

落としかねないからです。 

非常に大きな津波が起こりうるということを念頭に置き、「強い揺れが起きたら逃げる」ということを一人ひとり

がしっかりと認識し、敢えて言えば、「正しく恐れてほしい」です。 

 

◎下田市の詳細な情報について 

国（内閣府）からの情報（10ｍメッシュ）を基に下田市の津波高（平常潮位から海面が上昇する高さ）と浸水

深（浸水域の地面から水面までの高さ）を報告します。 

平成２５年６月には静岡県が第４次地震被害想定を策定し、あらためて詳細な数値が公表されます。 

今回報告する数値は今後変更になる可能性がありますので、あくまで目安としてください。 

 

津波高 （注：ケース１の場合） 

場所 津波高 津波到達時間（１ｃｍ） 

田牛海水浴場 17.99ｍ 9 分 0 秒 

碁石ヶ浜海水浴場 17.37ｍ 9 分 2 秒 

吉佐美大浜海水浴場 26.37ｍ 9 分 2 秒 

入田浜海水浴場 24.32ｍ 9 分 1 秒 

多々戸浜海水浴場 24.36ｍ 9 分 1 秒 

鍋田浜海水浴場 23.14ｍ 9 分 8 秒 

爪木崎海岸 10.53ｍ 5 分 9 秒 

九十浜海水浴場  8.46ｍ 7 分 3 秒 

外浦海水浴場  12.08ｍ 8 分 2 秒 

白浜大浜海水浴場 11.25ｍ 7 分 7 秒 

白浜中央海水浴場   11.26ｍ 7 分 9 秒 
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     浸水深 （注：ケース１の場合） 

場所 浸水深 津波到達時間（１ｃｍ） 

田牛青少年海の家 7.82ｍ 15 分 6秒 

朝日小学校 6.03ｍ 18 分 5秒 

吉佐美幼稚園 4.68ｍ 19 分 2秒 

下田小学校 7.89ｍ 20 分 7秒 

下田市民文化会館 7.83ｍ 20 分 0秒 

伊豆急下田駅 4.75ｍ 21 分 6秒 

下田市役所 5.50ｍ 22 分 0秒 

下田保育所 8.52ｍ 20 分 6秒 

柿崎保育所 16.68ｍ 19 分 0秒 

外浦区集会場 4.59ｍ 18 分 3秒 

須崎漁民会館 12.30ｍ 15 分 8秒 

伊豆白浜観光協会  7.64ｍ 18 分 6秒 

＊今回の公表では、下田幼稚園、ひかり保育園、稲生沢保育園、須崎保育所、浜崎小学校、白浜保育所、白浜幼稚園、白

浜小学校、大賀茂保育所、大賀茂小学校は津波の浸水区域外になります。 

注：ケース１の場合とは？ 

今回報告した津波高・浸水深は、津波を引き起こす津波断層の破壊モデルとして示された 11 ケースのうち、県内の合計

浸水面積が最も大きいとされるケース１の詳細な数値になります。 

 

東海地震について 

 

「東海地震」とは静岡県西部・駿河湾一帯を震源とするマグニチュード８クラスの大規模な地震のことです。 

静岡県では、東海地震の被害想定を行っています。平成１３年５月に発表した第３次地震被害想定によれ

ば、下田市においては「震度６弱、津波高２．７ｍから５．６ｍ、浸水域０.７４ｋ㎡、津波の第１波が到達するの

は１０分から１５分」と想定されています。なお、東日本大震災をふまえ現在静岡県では被害想定の見直しを

進めています。 

 

災害用伝言ダイヤルについて 

 

災害発生後、家族や親戚などの安否を確認したい時、NTTの「災害用伝言ダイヤル」（１７１）があります。 

被災者の方が録音した安否情報などを、全国に設置された「災害用伝言ダイヤルセンター」を通じて確認 

することができます。 
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